令和３年度　大分県ＮＰＯ団体等の現状把握に関する調査　調査票

■貴団体の概要についてお伺いします。以下の項目に従ってご記入ください。
　なお、調査表に回答いただいた内容については、記載者名がわかる形式で公表することはありません。
	団体名（正式名称をご記入ください）


	主たる事務所の所在地

市・町・村
	連絡先住所　〒　　　　　　　－

	代表者氏名：
	連絡可能な電話番号：

	記入者氏名：
	メールアドレス：




ここから質問項目です。
	１　基本情報


【団体の属性】
Ｑ１．貴団体の主な活動分野について、当てはまるもの１つ選んで“〇”をお付けください。
	①保健、医療、福祉
	②社会教育
	③まちづくり
	④観光
	⑤農山漁村の振興

	⑥学術、文化、芸術
	⑦スポーツ
	⑧環境
	⑨災害救援
	⑩地域安全

	⑪人権、平和
	⑫国際協力
	⑬男女共同参画
	⑭子どもの健全育成
	⑮情報化社会

	⑯科学技術　
	⑰経済活動
	⑱雇用促進
	⑲消費者保護
	⑳団体活動援助



Ｑ２．貴団体が活動を「始めた時期」はいつですか？（ＮＰＯ法人登記以前の活動含む）
	①Ｈ４年以前 　②Ｈ５～Ｈ９年　 ③Ｈ１０～Ｈ１４年　 ④Ｈ１５～Ｈ１９年　 ⑤Ｈ２０～Ｈ２５年　 ⑥Ｈ２６年以降



Ｑ３．貴団体役員の平均年齢（年代）について教えてください。
	①２０歳代未満　　②２０歳代　　③３０歳代　　④４０歳代　　⑤５０歳代　　⑥６０歳代　　⑦７０歳代以上



Ｑ４．貴団体職員の平均年齢（年代）について教えてください。
	①２０歳代未満　　②２０歳代　　③３０歳代　　④４０歳代　　⑤５０歳代　　⑥６０歳代　　⑦７０歳代以上
⑧職員はいない






Ｑ５．貴団体の令和２年度の「総収入額」はいくらですか？
	①０円　　　②５０万円未満　　　③５０万円以上１００万円未満　　　④１００万円以上５００万円未満　
⑤５００万円以上１,０００万円未満　　　⑥１,０００万円以上５,０００万円未満　　　⑦５,０００万円以上



Ｑ６．貴団体の令和２年度の「総支出額」はいくらですか？
	①０円　　　②５０万円未満　　　③５０万円以上１００万円未満　　　④１００万円以上５００万円未満　
⑤５００万円以上１,０００万円未満　　　⑥１,０００万円以上５,０００万円未満　　　⑦５,０００万円以上




	２　新型コロナウイルス感染症について


Ｑ７．新型コロナウイルス感染症拡大により収入の減少がありましたか？
	①はい　　　　　　　　　　　　　②いいえ



Ｑ８．Ｑ７で「①はい」と答えた方のみお答えください
令和２年度の収入減額の割合は前年度比でどのくらいですか？
	①１割未満　　②１割～３割　　③３割～５割　　④５割～７割　　⑤７割以上



Ｑ９．これまでの収入減をカバーした方策はどれですか？（複数選択可）
	①会費　　②寄付金　　③事業収益　　④自己資金　　⑤クラウドファンディング　　⑥借入れ　　⑦各種助成金　⑧その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）



Ｑ１０．新型コロナウイルス感染症拡大前と活動のスタイルは変わりましたか？
	①はい　　　　　　　　　　　　　②いいえ



Ｑ１１．Ｑ１０で「①はい」と答えた方のみお答えください
具体的な内容をご記入ください。
	（具体的記述）








	
３　災害の対応について


Ｑ１２．貴団体では、防災・減災への備えに関する取組を行っていますか？あるいは行うことを考えていますか？
	1 すでに行っている　　②まだ行っていないが計画中　　③取組の実績・計画はない　　



Ｑ１３．Ｑ１２で①・②と答えた場合のみお答えください
実施・計画している災害への備えに関する取組はどのような取組ですか？（複数選択可）
	1 防災・減災の意識啓発（学習会、広報など）　
2 防災・減災のための計画（組織づくり、災害発生時の対応計画、要援護者の名簿作成など）
3 防災・減災のための準備（避難訓練の実施、必要物資の備蓄）
4 防災・減災のための調査（ハザードマップ、避難経路の調査など）
5 防災・減災のための取組（耐震診断・補強、家具転倒防止など）
6 防災・減災のための連携（自治体・NPO・企業などと）
7 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）



Ｑ１４．災害が起こった際に、貴団体で災害復旧などへの取り組みを考えていますか？
	①はい　　　　　　　　　　　　　②いいえ



Ｑ１５．Ｑ１４で「①はい」と答えた方のみお答えください
どのような取り組みを考えていますか？（複数選択可）
	①災害復旧ボランティアとしての協力　　　②避難所運営ボランティアとしての協力　　　
③飲食関連物資の提供　　　④災害復旧資材の提供　　　⑤衛生関連物資の提供　　
⑥資金の支援　　　⑦義援金・見舞金の募集（広報）　　
⑧その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　




	
４　　おおいたＮＰＯ情報バンク「おんぽ」について


Ｑ１６．普段、どのくらいの頻度で「おんぽ」を利用していますか？
	①ほぼ毎日　　②週に数回程度　③月に数回程度　　④年に数回程度　　⑤利用していない



Ｑ１７．Ｑ１６で⑤以外を選んだ方のみお答えください
「おんぽ」を利用する際の主な目的は何ですか？（複数選択可）
	①助成金情報の取得　　　　②県等のイベント情報の取得　　　　③他のＮＰＯ団体情報の取得
④自団体の組織情報の更新　　　　⑤自団体の活動ＰＲ　　　　⑥その他（具体的な内容）






Ｑ１８.　 Ｑ１７で「⑥その他」と答えた方のみお答えください　
具体的な内容をご記入ください。
	（具体的記述）







Ｑ１９.　令和３年３月末のリニューアル後の「おんぽ」にアクセスしましたか？
	①はい　　　　　　　　　　　　　②いいえ



Ｑ２０.　「おんぽ」に関する要望や改善点がありましたら、具体的な内容をご記入ください。　
（充実させてほしい情報・機能など）
	（具体的記述）
















以上で設問は終わりです。お忙しい中、ご協力ありがとうございました。

同封の「返信用の封筒」に入れて、９月１５日（水）までにポストに投函してください。

	＊お問合せ先＊

	おおいたボランティア・ＮＰＯセンター　（担当：後藤）（運営主体：公益財団法人おおいた共創基金）

	〒870-0907　大分市大津町２丁目１－４１　ＴＥＬ：097-555-9770　ＦＡＸ：097-555-9771　 E-Mail：npoinfo@onpo.jp
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